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家庭支援対策官 有本 晃子
（家庭支援班長 三輪 浩史）

―

令和６年度 県内におけるＤＶ相談等の状況について

女性家庭センター（県配偶者暴力相談支援センター）、こども家庭センター、警察な

ど県関係機関と市町（神戸市、中核市を含む。）の令和６年度ＤＶ相談件数及び取組状

況等について、次のとおり取りまとめましたので、発表します。

県では、令和６年４月に改定した「ＤＶ防止・被害者保護計画」（令和６年度～令和

10 年度）に基づき、市町、県警察、民間団体、関係施設等と連携し、引き続き総合的

なＤＶ対策の推進を図ります。

ＤＶ相談件数

○ 県内の相談件数は、18,153 件（前年度比△1,243 件）で前年度より減少している

ものの、高い水準を維持している。

○ 県関係機関（女性家庭センター、こども家庭センター等）における相談件数は､

3,448件で、前年度より119件（3.3％）減少した。警察のＤＶ事案認知件数は3,904

件(1月～12月)と前年より242件（5.8%）減少した。

○ 県民の身近な相談窓口であり、ＤＶ相談が最も多い県内41市町における相談は

10,801件で、前年度より882件（7.5%）減少した。

件数がピークであった令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の特別定額給付

金の支給対象者に関する問合せの影響が顕著であった。令和３年度以降はやや減少

に転じている。

〔参考：ＤＶ相談件数の推移（平成14年度～令和６年度）〕
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一時保護件数

○ 女性家庭センター等での一時保護件数は、69件（令和５年度：60件）とやや増加した。

区分
令和

2 年度

令和

3 年度

令和

4 年度

令和

5 年度

令和

6 年度

対前年度比

件数 比率

一時保護件数 85 81 68 60 69 9 115.0%

 令和６年度の主な取組

１ 相談支援の強化充実

・女性家庭センターに「悩みのほっとライン」（毎日 9:00～21:00）を設置

   ※緊急時は 24時間対応

新困難な問題を抱える女性等が気軽に相談できるよう、令和６年 12月からＳＮＳ

を活用した相談体制を導入

  ・市町配偶者暴力相談支援センターの設置を促進（18市町設置済／R6.8 西脇市新設）

  ・市町、専門機関、NPO・民間団体の支援者に対して研修を実施

   （基礎研修、専門研修（応用研修、テーマ別実務者研修）等）

２ 安全確保対策

 ・女性家庭センター一時保護所における一時保護のほか、県内全域かつ休日・深

夜等の緊急時に迅速に対応するため、女性自立支援施設、民間シェルター、社

会福祉施設に一時保護委託を実施。

・民間支援団体が運営するシェルターの活動を支援

   （家賃補助や、シェルター入所者及び同伴児のサポート事業に対する支援）

３ 支援体制の確立

  ・民間支援団体と連携し、DV被害者相談や自立支援を行う支援拠点を設置

  ・県営住宅や民間マンションを活用した一時入居住宅（ステップハウス）を設置

  ・DV被害者に対して県公営住宅における優先入居を実施

  ・女性家庭センター、女性自立支援施設、民間シェルターにおける同伴児への支援

４ 関係機関・民間機関との連携・協働

・ひょうご DV被害者支援連絡会（HYVIS）との意見交換を実施

拡関係機関、民間団体等が参画するひょうごＤＶ防止ネットワーク会議を開催する

とともに、困難女性支援法及び DV防止法に基づく支援調整会議を新たに設置

５ 教育・啓発の推進等

・ＮＰＯとの協働によるＤＶ防止出前講座及びデートＤＶ防止等出前講座を実施
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